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1伊藤 眞教授退職記念
伊藤 眞教授の人と業績
小 田
?
伊藤眞教授は、2015年3月末 日に首都大学東京を定年退職される。先生が帯広畜産
大学から東京都立大学に着任されたのが1989年、その後、東京都立大学は1991年に南
大沢に移転、2005年に首都大学東京に変わるが、そのような激変の時期を含めて、27
年間にわた り、東京都立大学 ・首都大学東京の社会人類学教室の教育を支えつづけて
こられたわけである。移転のときも大学改組のときも大変なご苦労をなさったはずで
あるが、苦労したように見せないところも伊藤先生らしいところのように思われる。
伊藤先生に初めてお会いしたのは、たぶん1980年、私が東京都立大学大学院に入学
したときのはずである。後ろに載せた先生が書かれた自年譜を見ると1983年にはイン
ドネシアに長期調査に赴かれているから、目黒区の八雲キャンパスで一緒にいた期間
は3年弱ほどである。実感としてはもっと長 く一緒にいた気が していた。先生が後輩
たちに対して面倒見が良 く、また研究会の後の飲み会後などに同じく院生の矢野将氏
のお宅に一緒に行って飲みなおすなど、良くつ き合ってくださったからかもしれない。
私が2013年に首都大学東京に着任 したとき、場所も名前も違っている大学であ り、新
しい大学に勤めるという感覚しかなかったのだが、伊藤先生の姿を見るとやはり古巣
に戻ってきたんだという気分になったことを想い出す。インドネシァと帯広におられ
た7年弱を除けば、1974年以来ずっと都立大 ・首都大の社会人類学研究室 ・教室で過
ごされていたわけだから、場所や名称が変わっても、伊藤先生自身が社会人類学教室
の変わらぬ何かを体現していたということなのだろうと思う。
大学院生時代の伊藤先生は、当時、玉野井芳郎氏や栗本慎一郎氏らがカール ・ポラ
ンニーのアメリカ時代の業績を紹介したことで盛んになりはじめていた経済人類学の
若き研究者という印象が強かった。修士論文 『ポラニイ派の経済人類学』とは、ポラン
ニーの 『大転換』は翻訳されていたが、経済人類学的な著作はまだ翻訳されておらず、
栗本慎一郎氏の一連の著書も刊行 されていない時期に書かれている。『社会人類学年
報』に掲載された最初の論文 「ティヴ族における 〈支払い〉観念」[1978b]も経済人類
学に貢献するものだった。
その後も、教科書の 『現代文化人類学』[1989]や『文化人類学』[1991ab]、そ して 『岩
波講座 文化人類学』[1997]には経済人類学に関連するものを寄稿 しているが、これ
は気鋭の経済人類学研究者という評判がいまだに続いていたからこそ依頼 されたもの
だろう。けれども、1985年にインドネシアの長期調査か ら帰って帯広畜産大学に赴任
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した頃には、グラン ドセオリーとしての経済人類学の理論家になることよりもこイン
ドネシアのローカルな社会を対象とした歴史人類学の ミクロな研究のほうに惹かれて
いたように思われる。というのも、伊藤先生が帯広畜産大学におられたころ、C・A・
グレゴリーのGiftsandCommoditiesの翻訳を出さないか という話が出版社から私のと
ころに来たとき、その話を先生 に仲介 したことがあったが、先生は丁重に断 られた。
そのころにはすでに研究の興味の対象が変わっていたのかもしれないと、いまになっ
て思う。
今回、この稿を執筆するにあたって、伊藤先生に最 も愛着のある論文3本を挙げて
いただいたところ、① 「ブギス族の伝説的世界一出来事から伝説へ」[1988]、② 「南ス
ラウェシの犯罪と慣習」[1993a]、③ 「女の心をもつ 〈かれら〉」[2003a]の3つという
ご回答だった。期せずして経済人類学に関する論文は入っていない。①は、ブギス社
会に19世紀末から20世紀に現れてオランダ統治の終焉を予言 した神秘的人物ダエ ン・
ババランについて、調査で収集した口碑 とオランダ側の資料 を突き合わせながら、そ
れをC・ペルラスのいう 「伝説的世界」(伝説や神話などの口碑だけでな く客観的な出
来事などを含めて構成された、現実の世界を規定する心的世界)に位置づける歴史人
類学的な論文、②は、新聞記事になった特異な殺人事件 を題材に、その背景をブギス
の 「シリ」(恥と名誉)という規範的概念から読み解 くという論文である。そこでも「シ
リ」の歴史的変遷が焦点となっているが、同じ題材 を扱った 「殺人の民族誌一南スラ
ウェシにおける最近の新聞記事から(その1)」[1993b]ではより明確に、殺人という
現象がペルラスのいう 「伝説的世界」をどのように構成 しているかにどのように位置
づけられているかという問いが提示 されている。つまり、これも歴史人類学的興味に
よるものといえる。③ は、伊藤先生が現在まで注 目している南スラウェシにおける ト
ランスジェンダーを扱った論文で、一見、歴史人類学 とは違ったテーマにみえるが、
これも、同 じテーマの「チャラバイ、ビッス、ベ ンチョンー南スラウェシの トランスジェ
ンダー」[2000a]と同様に、「トランスジェンダー」についての概念史 という側面を持っ
ている。1
これら3本の論文について、伊藤先生 自身は、「社会的逸脱、マージナルなものへの
関心 という点で共通 しているようです」と述べておられる。これらの特異性への関心
は、歴史家のそれと似ているような気がする(私などはナタリー ・Z・デイヴィスの関
心 と類似 しているように感 じる)。もしかしたら、東京外国語大学フランス語科で二宮
宏之氏か らはアナール学派の論文の手ほどきを受けたことの遠い影響なのかもしれな
いQ
こうみてくると、先生の研究歴は経済人類学か ら歴史人類学へ と大 きく転換 したよ
うにみえる。けれども、そこには一貫した ものも見 られるように思われる。伊藤先生
の経済人類学的研究 も、交換や生産などについての現地の概念を、現地の「伝説的世界」
に位置づけるという仕事のように感 じられるか らである。そして、大胆に推測すれば、
伊藤 眞教授退職記念 伊藤 眞教授の人と業績 3
「贈与」「交換」「生 産」「消費」「殺 人」「トランス ジェンダー」とい った トピックは、先
生が東京外国語大学 フランス語科時代 に読みふ けっていた と思 われ るジ ョルジュ ・バ
タイユ 的なテーマ ともいえ るの ではないか。バ タイユ はそれ らを 「侵犯」とい う視点
でつ ないでいたが、それはその まま、伊藤先 生の研 究の軌跡 に重 なっているだろ う。
伊藤眞教授略歴
自年譜及び社会人類学研究室関連年譜
1950年11月、横浜市磯i子に生まれる。インドネシアでの長期滞在と帯広勤務の計およ
そ7年間を除 くと、ずっと同じ住所に住んでいる。
1963年4月、浅野中学校に入学。中高校一貫制であったが校風に合わず中学のみで卒
業。この頃、映画 「アラビアのロレンス」(ピー ター・オ トゥール主演)、ノンフィ
クション小説アランムーアヘ ッド『青ナイル』に親 しみ、異文化に関心 を持ち
始める。
1966年4月、湘南高校入学。現代詩や哲学に傾倒する友人か ら知的刺激を受ける。金
子光晴の詩、エッセー、トマス ・マンの作品に親 しむ。また、東大院生が指導す
るゼミナールに参加 して、『空想から科学へ』、『共産党宣言』などを読み始める。
高校卒業時は大学紛争のまっただ中。一浪するも受験勉強に身が入 らず。駿台
予備校で受けた奥井潔氏(東洋大教授)の英文解釈講義だけは面白かった。
1970年4月、東京外国語大学フランス語科入学。この頃、人類学関連の書物を乱読する。
大学の授業科 目に 「文化人類学」がなかったため、アジアアフリカ言語文化研
究所 を訪れ、研究会の末席に座 らせていただ くこともあった。当時、アジアア
フリカ言語文化研究所所長であった岡正雄氏の大学院の講義も聴講するが、一
度しか聴講した記憶がないのは不思議である。フランス語科では篠田浩一郎氏
からレヴィ=ス トロース 『野生の思考』、サル トルのフローベル論 『家族の馬鹿
息子』、二宮宏之氏からはアナール学派の論文の手ほどきを受ける。またモンゴ
ル科 に非常勤で来ていた中村孚美氏からモ ンゴル社会人類学の講義 を受ける。
指導教員は、比較言語学の徳永康元先生。「モースについて卒論 を書 きたいと告
げると 「指導教員にはなりますが一切指導はしません」と告げ られるが、先生
の文学、民族学、音楽、古本等々の多岐多彩 なお話は楽しかった。非常なる蔵書
家でときどき新大久保のお宅にお邪魔する。卒業論文は、『マルセル ・モースに
おけるく全体的社会現象〉の概念』であったが、モースの難解な文章に歯が立
たず、きだみのる(山田吉彦)や古野清人氏のモース理解、田辺寿利のフランス
社会学論を扱った。大学3年次に外語大で基礎教養科目として文化人類学の授
業が開講される(鈴木二郎先生が非常勤で担当)。大学4年次になると都立大大
学院受験の意思を固め、同じフランス学科の大塚政弘、先に英米科から都立大
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大学院社会人類学に進んだ冨尾賢太郎氏 とともにフォックス 『親族と婚姻』な
どの講読会を進める。.
1974年4月、東京都立大学社会科学研究科社会人類学専攻。同期5人全員が鈴木二郎教
授を指導教員とした。研究室のプロジェク トの調査員 として津軽十三湖地方で
はじめての民俗調査を始める。同期の石井眞夫、杉本良男、一年先に入学 した
吉岡政徳で津軽班を構成。修士論文は 『ポラニイ派の経済人類学』。どうすれば
人類学的な論文になるのかなかなか要領を得ず、苦労した。
1978年4月、博士課程入学。修士論文をもとに 「ティヴ族におけるく支払い〉の観念
一 アコンボ儀礼 を中心に」を 『社会人類学年報』に執筆。市場経済が未だ存在し
ない共同体内において、「支払いを伴 う労働」が、儀礼行為を通じてたち現れる
ことを指摘、これが最初の論文 となった。この頃、筑波大の歴史人類 ・民俗学共
同調査グループに加わ り、青森県下北郡脇野沢村で調査。その成果として 「海
に生きるムラ」(『脇野沢民俗誌』所収)を執筆。
1979年、おそらくこの頃か ら、サハラ縦断交易か ら海域世界の交易へ と関心 を移し、
遅ればせながら、インドネシアに目を向けるようになる。上智大コミュニティ
カレッジでインドネシア語を習い始める。
1980年、母、逝去。
1981年、はじめての海外で、イン ドネシアへ、ジャカルタ、ジョグジャカルタ、マカッ
サルを順に訪ね、南スラウェシ州のテンペ湖周辺の漁民からの聞き取 り調査。
その調査の一部は、その後、村武・佐々木編 『文化人類学S』(有斐閣,1989)の「生
態系と生業」で事例紹介する。
1982年9月に結婚。その4日後に再びインドネシ南スラウェシ州へ。ジャカルタでハサ
ヌディン大学講師採用のための申請中、オランダ人研究者マーティン・ヴァン・
ブルイネッセン(現在ユ トレヒト大学名誉教授)と知 り合い、バ ンテン州まで
小旅行。ジャカルタにひと月近 く滞在 して手続 きのため教育文化省に日参する
が滞在中に手続 き終わらず。帰国後に講師採用許可の通知を受ける。
1983年4月より、夫婦でイン ドネシアへ出発。諸手続のため、ジャカルタでひと月近 く
滞在。先にインドネシア大学に留学中の杉島敬志 ・真理子夫妻の紹介でラーマ
ワグン(イン ドネシア大学の旧キャンパスに近い)の下宿に滞在。5月より南
スラウェシ ・ハサヌディン大学文学部で日本語を教える傍 ら、在ウジュンパ ン
ダン日本国総領事館のローカルスタッフを1年間務める。午前8時半から午後2
時までの勤務で住 まいはハサヌディン大学のゲス トハウス。昼食後は、領事館
の図書室にあった山田風太郎の小説をよく読んだ。この間、ハサヌディン大学
講師パフティアール氏よりブギス語の基礎 を習い、同氏の案内で後の調査地と
なるソッペンを訪問する。
1984年6月よりソッペ ン県で長期住みこみ調査。村で週2回開かれる定期市に集 まる
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小商人から聞き取 り調査 を始める。またこの間、9～11月は隔週でハサヌディン
大学文学部で日本語の授業 もおこなった。朝イチのバスに乗 り、乗 り合いバス
で3時間、昼前にキャンパス到着、授業終了後す ぐにソッペンに戻ることもあ
れば、ウジュンパ ンダンで文献調査を2,3日行 うこともあった。ソッペン県で
の長期調査は、その後の継続的定点観測の場となった。
1985年3月、調査中、帯広畜産大学公募の話が村武精一先生、染谷臣道氏よりあ り、応
募。応募にあた り、提出書類の準備 など、都立大井上田鶴子助手から多大な支
援を受ける。また、この頃、神秘的人物ダエ ン・ババランについて知 り、同人物
に関する伝承 を集め始める。6月、ソッペン県の調査地からワジョ県で補足調
査。7月にウジュンパンダンに戻った折 りに帯広畜産大採用内定の知 らせを受
ける。帰国準備を始める。8月28日帰国。
1985年9月15日、帯広畜産大学畜産学部助教授 として赴任。12月、北海道民族学会(北
海道大学)で、「ブギスの市場 と村落」として発表。
1987年～1989年、1987年の文化人類学会研究大会(広島大学)で 「文化の中の英雄像」
と題 して発表。発表時に、大島嚢二、山口昌男、中村光男の諸氏などからコメン
ト、質問を受ける。帯広畜産大学教授(当時)染谷臣道氏、他5名とスマ トラで
ジャワ人とブギス人の移住に関する比較調査(文科省海外科研)。
1989年4月、東京都立大学人文学部に助教授として転出、以後、社会人類学プロパーの
教育、調査研究に従事。松園万亀雄氏、渡邊欣雄氏が同僚。先の海外科研の最終
年度は、染谷氏が専門調査員としてジャカルタ滞在のため、研究代表者 となり、
インドネシアの研究者を日本に招聰、帯広、京都で調査報告会を開催する。
1991年4月、南大沢にキャンパス移転。社会人類学スタッフに大塚和夫氏が加わり、計
4人となる。7月、日本学術振興会より研究者交流プロジェクトの一環 と して
マレーシアに派遣される。はじめてのマレーシア訪問であった。当時修士院生
であった信田敏広君を同行する。
1994年3月～1995年1月、 日本学術振興会特定国派遣研究員 としてインドネシア、ハ
サヌディン大学文学部を拠点にソッペン県で調査。このときのテーマは現地に
おいて頻発する殺傷事件に焦点を当てた法文化的研究であったが、同時に トラ
ンスジェンダーの調査を始める。
1997年、JICAからの依頼により、「南スラウェシ地域保健強化プロジェク ト」の短期
専門家 として加わ り、1ヶ月間派遣、母子保健関連の調査を行う。また現地
で開催される現地保健省、看護師などに講演活動 も行う。この時期、同時に山
下晋司、宮崎恒二らとボルネオ(マレーシア ・サバ州)におけるインドネシア移
民の調査を始める。
2000年3月、松園万亀雄教授退職、長崎シーボル ト大学に転出。
2001年4月、棚橋訓氏 を助教授 として迎える。
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2002年1月、博士論文提出。2月27日、研究科教授会にて博士(社会人類学)の学位取得。
4月、入試管理委員 となる(2004年3月まで)。7月～9月、都費海外短期研修に
よりオランダ、ライデン大学現代イスラーム世界研究所の客員教授 として派遣
される。カウンターパー トは～旧来の知人マーティン・ヴァン・ブルイネッセン、
ユ トレヒト大学教授。入試管理委員の会議の合間を縫ってわずか2ヶ月半のオ
ランダ滞在であった。
2003年8月1日、都立大改組問題が突如浮上 し、以後数年にわたり、議i論が繰 り返され
る。同時に、新学部設置申請に関わる大量の文書作成に追われるようになる。
2005年2月、学部の選挙で次期 コース長、専攻長に選出される(コース長、専攻長業務
は、途中の2年間を除き、2012年3月まで計5年間続いた)。3月、ウォーキング
中に倒れ、救急車で日赤病院に運ばれる。当初1週間入院といわれたが3日で退
院(カテーテルで心臓検査 したものの原因はわからず)。これで急遽コース長、
専攻長の任を辞することができるかと思いきやそうは行かず。都立大改組の過
程で多 くの教員が退職、かつ人員削減(社会人類学だけが増えた)、語学文学系
の縮小化、さらに予算削減などもあり、教授会は敗北感、停滞感、不満が充満し
ていた。3月、大塚和夫氏退職、東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究
所に転出。4月より教授に昇進。コース長、専攻長で業務多忙となる。社会人類
学教室は、渡邊、伊藤、棚橋の3名に、高桑史子氏(都立短大より赴任)、鄭大均
氏(人文学部中文より)、何彬氏(人文学部中文より)が新たにスタッフとして
加わ り、計6人によって構成されるようになる。社会人類学教室スタッフを6名
とすることは、2002年か ら始まった設置申請の準備段階で人文学部内の最優i
先事項 として決まった(ただし、学外から充員 しないという条件)。鄭大均氏 と
何彬氏は、人文学部では数少ない日本文化人類学学会会員であった。この結果、
他の専攻 ・教室が縮小する中で、それ以前、学部内でスタッフ数がもっとも少
なかった社会人類学だけが増員し、ようや く人並みの分野となった。8月SARS
流行に伴い、予定していた科研でのインドネシア調査中止、代わ りにイギリス
公文書館(PRO)にて、シンガポールからのメッカ巡礼関連の文書調査。
2006年3月、棚橋訓氏退職、御茶の水女子大学に転出。8月、タイのバ ンコクおよびチェ
ンマイにて日本人長期滞在者に関する調査を始める。10月、社会人類学研究室
を中心に調査研究プロジェク トを立案、全学分の傾斜配分予算を取得。また、
海外科研にも応募 して採択される(調査は2007年より開始)。
2007年4月、棚橋訓氏の後任 として綾部真雄氏を新スタッフに迎 える。応募 申請 した
「東アジアにおける高齢者のセイフティネット構築に関する社会人類学的研究」
(基盤B)が採用 され、シンガポールの高齢者 とインドネシア人家事労働者につ
いて調査をおこなう。
2008年3月、渡邊欣雄氏退職、中部大学に転出。
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2009年4月、渡邊欣雄氏の後任 として石田慎一郎氏 を新スタッフに迎える。4月大塚
和夫氏逝去。伊藤は専攻長、コース長を終え、4月より9月までサバティカル。
2010年4月「東南アジアにおける人の移動と帰還移民に関する社会人類学的研究」(基
盤研究B)採用 され、おもに香港のインドネシア人家事労働者について調査。
2011年4月より再び社会学コース長、社会行動学専攻長に選出される。
2013年3月、ようやくコース長、専攻長の業務を終える。3月、鄭大均教授定年退職。4月、
小田亮氏を新スタッフに迎える。4月より連絡教授を務める。5月頃、翌年の日
本文化人類学会研究大会が首都大担当となり、準備委員会委員長となる。
2014年5月、日本文化人類学会の研究大会実行委員会委員長、幕張メッセにて国際人
類学会 と同時開催。2015年3月高桑史子氏定年退職。4月高桑史子氏の後任 と
して田沼幸子氏を社会人類学スタッフに迎える。10月3日台湾アカデミア ・シ
ニカで調査報告。10月12日イン ドネシア教育大学開催の大会国際社会学教育
学会に招聰され基調講演(英語)。11月16日コロラ ド州メ トロ ・ステー ト大学
人類学科の交流の一環として 「香港におけるインドネシア人家事労働者一運命
と闘う」と題 して発表(英語)。12月12日京都大学東南アジア研究所主催国際
東南アジア研究コンソーシアムにおいて発表(英語)。
2016年3月、定年退職。'
略歴
1950年11月21日生 まれ
学歴
1969年3月
1974年3月
1978年3月
1982年3月
2002年2月
神奈川県立湘南高校卒業
東京外国語大学外国語学部フランス語科目(国際関係専攻)卒業
東京都立大学大学院社会科学研究科修士課程(社会人類学専攻)修了
東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程(社会人類学専攻)単位取
得満期退学
東京都立大学大学院社会科学研究科より、博士(社会人類学)取得。
職歴
1982年4月
1983年4月
1983年5月
1985年9月
1989年4月
日本学術振興会奨励研究員
インドネシア国立ハサヌティン大学文学部 ・講師(1985年7月まで)
インドネシア日本国ウジュンパ ンダン総領事館現地採用職員(1984年4
月まで)
帯広畜産大学畜産学部 ・助教授
東京都立大学人文学部 ・助教授(大学院兼担)
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2005年4月首都大学東京都市教養学部 ・教授(大学院兼担)
2016年3月退職予定
その他の職
1994年3月
2002年7月
2009年5月
日本学術振興会特定国派遣特別研究員(1995年1月まで)
レイデン大学現代イスラーム世界研究センター客員教授(2002年9月ま
で)
京都大学東南アジア研究所特任教授(2009年9月まで)
その他の活動
非常勤講師:イ ンドネシア国立ハナヌディン大学文学部、国立音楽大学、東海大学文
学部、白梅学園女子大学、岡山大学文学部、三重大学人文学部、東京大学文
学部、法政大学経済学部、成城大学文芸学部、中央大学法学部、中央大学総
合政策研究科、都民カレッジ、横浜国立大学教育学部、成城大学社会イノ
ベーション学部、東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究所、世田谷
市民大学、町田市民カレッジ、早稲田大学コミュニティカレッジ
学内委員:引越 し委員、都立大一般教育委員、都立大入試管理会委員、都立大留学生委
員会委員、都立大学芸委員会委員、社会科学研究科連絡教授、人文学部連絡
教授、都立大情報システム委員、人文社会系社会学コース長、人文科学研究
科専攻長、都市教養学部代議員、首都大学東京学術基盤情報委員、人文社会
系連絡教授など
学外委員:国際協力事業団短期専門家(1997-1999)、日本民族学会誌編集委員、日本文
化人類学会評議員、東南アジア史学会賞選考委員長
業績表
論文
1978a(石川栄吉他 と共著)「津軽地 方一 農村 の交 際慣 行一 青森県北津軽郡市浦村の事
例」『わが国におけ る交際慣行の社会人類学的研 究』(鈴木二郎編)、1-31頁、東
京都立大学。
1978b「テ ィヴ族 におけ る 〈支 払い〉観念一 ア コンボ儀礼 を中心 と して」『社 会人類学
年報』Vol.4:75-94、弘文堂。
1981「生産 か ら仕事へ一経済 人類学 の一側面」『社 会人類学年報』Vol.7:191-205、弘文
堂。
1983「海 に生 きるムラ」『脇 野沢村 史一 民俗編』(脇野沢村史編集委員会編)、50-84頁、
脇 野沢村 。
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学会。
1987「ブギス族の市場 と村落一 南ス ラウェシ、 ソ ッペ ン県 の一 農村 か ら」『帯広畜産
大学学術研 究報告 第二部』第7巻2号 、207-233頁。
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なかの社 会』(須藤健一 ・山下晋司 ・吉岡政徳編)、34-52頁、弘文堂。
1989「経済 と社会」『現代社 会人類学』(合田濤編)、212-233頁.弘文堂。
1990"SomeRemarksontheBugineseSpontaneousTransmigration,inSOMEYA,Yoshimichi
&MakotoITO(eds.)TransfornzationofLife-nZorldamongtheTransmigrantsin
Indonesia.pp.21-39,TokyoMetropolitanUniversity.
1991a「生態系 と生業」『文化 人類 学』(村武精一 ・佐 々木宏幹編)、95-104頁、有斐 閣。
1991b「市場 ・生産 ・社 会」(村武精一 ・佐 々木宏幹編)『文化人類学』105-115頁、有斐 閣。
1992「南 ス ラウェシのイス ラム地域 にお けるキ リス ト教伝道 の一断面」『人文学報』
No.232:75-104。
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1993b「殺 人 の民 族誌 一 南 ス ラウ ェ シに お け る最 近 の 新 聞報 道 か ら」『人 文 学報 』
No.241:97-118。
1994「ブギス人移住者 のプ ロフィー ルー南 スマ トラ、パ レンバ ンの海運業者 を中心
に」『人文学報』No.251:83-112。
1996「『逃げ る女』一南 スラウェシ、ブギス ・マ カッサル社会 にお ける駆 け落 ちの諸
相(覚 え書 き)」『人文学報』No.271:81-110。
1997「消費 と欲望 の形成」『岩 波講座 文化 人類学3巻 「もの」の人間世界』(青木保 ・
内堀基光他編)、111-139頁、岩波書 店。
1998「事件 の民族誌:『女 同士 の結婚』一 ブギス ・マ カッサル人社会 にお ける性観念
を中心 に して」『人文学報』No.280:1-25。
1999a「イ ン ドネ シアの母子保健 政策一 南 スラウェ シにお ける妊 産婦 死亡事例 を中心
に」『人文学 報』No.299:87-116。
1999b「親子 と家族」『文化 人類学講義』(宮本勝 ・清水芳見編著)、八千代 出版。
2000a`FromtheSuluZonetotheageofBIMP-EGAA-theformationofBugisnetworkin
Sabah,Malaysia",In,Miyazaki,K('ji(ed.)Socio-culturalProcessesofDevelopmentin
Sabah-InterimReport.pp.17-22.InstitutefortheStudyofLanguagesandCulturesof
AsiaandAfrica(ILCAA),TokyoUniversityofForeignStudies.
2000b「チ ャラバ イ、 ビ ッス、ベ ンチ ョンー南 スラウェ シの トランス ジェンダー」『人
文学報』No.317:83-109。
2000c「見 出された価値一 沖縄本 島南 部地区 にお けるシルバー ボラ ンテ ィア活動 を通
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じて」『健 常者の多寡 を引 き起 こす文化特性 の地域 的変異 に関す る文化 人類学
的研 究』(染谷 臣道編)、87-96頁、静 岡大学。
2001a"KebijakanKesehanIbudanAnakdiIndonesia,"Analisis:129-149,GraduateSchool
ofHasanuddinUniversity.
2001b「開発体制 末期 におけ る移住政策、土地、地域紛争」『東南 ア ジア島喚部諸民族
にお ける地方政治 と政治文化の社会人類学的研 究』(合田濤編)、23-32頁、神戸
大学国際文化学部。
2001c「文化 人類学 か ら見 た国際保健 医療学」『国際保健 医療 学』(日本国際保健医療学
会編)、83-84頁、杏林書院。
2002"TheNatureofBugisMigrationandtheirNetworks",in,MakingofMulti-Cultural
Sabah.Miyazaki,K('ji(ed.),pp.21-30.東京外 国語大学 アジアア フリカ言語 文化研
究所。
2003a「女 の心 を もつ 〈か れ ら〉」『性の文脈』(松園万亀雄編)、226-248頁、雄 山閣。
2003b「サバ のブギス移民」『人文学報』No.338:59-85。 　　
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2005a「カ ジ ャ ン の 民 一 近 代 化 に 抵 抗 す る 人 々 」 『フ ァ ー ス ト ピ ー プ ル2東 南 ア ジ ア 』
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96。
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特 集 ア ジ ア の 家 社 会 』74号 、61-70頁。
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田 濤 編)、134-152頁、神 戸 大 学 国 際 文 化 学 部 。
2007(横 田 祥 子 と共 著)「 横 浜 中 華 街 に お け る 高 齢 者 の ケ ア ー 婦 女 会 活 動 を 中 心 に 」
『人 文 学 報 』No.386:61-76。
2008a「イ ン ド ネ シ ア に お け る 工 業 団 地 開 発 と 女 子 労 働 一 マ カ ッ サ ル 工 業 団 地 を 中 心
に 」 『人 文 学 報 』No.393:15-29。
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2008b「は じめ に」『高齢化社会か ら熟年社会へH一 都市形 成過程 におけ る高齢者の多
様化 とそ のセーフティネ ッ トワークの構築』、i-iv頁、平成19年度傾斜 的研究費
研究成果報告書(研 究代表者伊藤眞)、首都大学東京。
2008c(何彬 と共著)「中国広東省 における高齢者 と帰国華僑一 広州市 ・梅州 ・新興県
で の調査 」『高齢化 社会か ら熟 年社 会へll一都 市形成過程 にお ける高齢 者の多
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SoutheastAsia.Goda,Toh(ed.),PPユ76-192,NewDayPubljshers:QuezonCity.
2009b「ボ ー ダー ・エ コ ノ ミー一 サバ にお け るブギ ス移民 の生活 戦 略」『人文学 報』
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眞編)、6-16頁、首都大学東京。
2012「シンガポールの高齢者 と家事労働者」『人文学報』No.453:19-42。
2013a「家の連続性 と非連続性一 ブギス社 会におけ る親族 と婚姻」『生 をつ な ぐ家一親
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